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№ 21

この会報は、地球環境保全に考慮し再生紙を使用しています。

１．例会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：28　１．チャイム

　12：30	 ２．点　鐘……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．ロータリーソング斉唱

……それでこそロータリー

	 ５．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ６．食　事

　12：45	 ７．会長挨拶並びに会長報告

	 ８．お祝い

（誕生日祝・結婚記念日祝・入会記念日祝）

	 ９．幹事報告

	 10．出席報告

	 11．委員会報告

	 12．ニコニコボックス報告

	 13．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 （１／27）……

	 　クラブフォーラム（研修情報委員会）

	 　卓話　「米国企業における企業文化の紹介」

	 　講師　室殿　　豊 会員

	 （紹介者　久米　博明 会員）

	 　※第2四半期皆出席の発表（出席委員会）

	 （２／３）……

	 　クラブフォーラム（国際奉仕委員会）

	 　講師　地区国際奉仕委員会

	 　　　　　前委員長　鈴木　宏司 様

	 （紹介者　加藤　英樹 会員）

　13：00　14．本日のプログラム

	 　　卓話　�「元気・笑顔・希望のまちづくり」

	 　　講師　刈谷市長　稲垣　　武 様

（紹介者　小川　耕示 会員）

	 15．謝　辞

	 16．点　鐘 ……〈会　長〉

	 17．閉会宣言

　13：30　18．散　会

ゲ ス ト

刈谷市企画財政部広報広聴課

　　課長補佐　　前田　武寛 様

出 席

会員総数　96名　　出席免除　23名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　88名

欠　席　12名　　出席率　86.36％

前々回（12／19）の修正出席率 100％

会 長 報 告

１）米山功労者に感謝状が届きました。

左から内藤　昇会員、市川裕大会員、

嶋津孝久会員、野村紀代彦会員

２）１月18日（土）に豊田カントリークラブで開催さ

れた、１月度ゴルフコンペは二村寿泰会員がグロス

83、ハンディキャップ9.6、ネット73.4で優勝され

ました。
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委 員 会 報 告

●地区国際奉仕委員会

　今年度の国際奉仕事業として、東ティモール民主共

和国の聖イグナチオ学園への教育支援事業を計画し、

今年度３月末頃を目途にその事業を完了すべく、現在

準備を進めています。そして、４月又は５月には贈呈

セレモニー出席の為、委員会メンバーが聖イグナチオ

学園を訪問する予定です。

　つきましては、その折に生徒達への手土産として、

ボールペンを持参したいと考えていますので、皆様方

の御家庭・職場で使用していないボールペンが有りま

したら、御寄贈下さいます様お願い申し上げます。

※クラブ例会時に御持参下さい。

※�使用の可否をチェックし、使用可能な物のみをお

願いします。

会 長 あ い さ つ

杉浦　文雄

　暖かい日が、続いております、冬

のスキー場は大変苦戦しておるよう

ですが、ゴルフをするには良い日が

続いております。

　さて本日は、稲垣市長をお迎えし

て卓話です。

　新市長として半年経ち今後の刈谷

市についていろんなお話を聞けるのがとても楽しみです。

　稲垣市長はちょうど私と同じ昭和30年生まれです。同

世代です。

　市長になられる前の市の職員時代から長いお付き合い

も、させていただいております。

　私達の世代は小学生の時に東京オリンピックを学校で

見て、新幹線が走り始めた時、そして二十歳ごろの青年

期には歌手の郷ひろみ、西城秀樹が活躍してアイドル歌

手時代が始まった時、またサザンオールスターズがヒッ

トしたり、ディスコブームが起き、とても行動的で、活

気ある時代であった気がします。

　今、安心、安全を最も大切に求める時代になりました

が刈谷市も若者が行動的で活気あふれる街にもなってほ

しいと思います。

　我々も西城秀樹の歌ヤングマンのように元気で頑張っ

ていきたいと思います。

　　　　　　

お 祝 い

１月の会員の誕生日…神谷光義、原田光二、橘典子、岡

本巧、兵藤文男、小川耕示、石川泰隆会員。

配偶者の誕生日…杉山恵美子（欣輝）、原田トモ子（光二）、

杉浦眞佐子（世志朗）、鈴木ゆかり（文三郎）、小澤敏子

（陽一）、堀田みゆき（昌義）、石川将典（友美）、石川愛

（泰隆）、新海好美（伸二）、玉川ひとみ（愛朗）、中川久

子（耕児）様。

結婚記念日…池田憲司、加藤哲也、杉浦芳一、角谷広高、

礒村巌会員。

１月度入会記念日…杉浦世志朗、鈴木文三郎、下谷敏朗、

加藤大志朗会員。

卓 話

「元気・笑顔・希望のまちづくり」
刈谷市長　稲垣　　武 様

　皆様こんにちは。稲垣

でございます。

　私は、皆様にご支援い

ただき、７月20日に市長

職を拝命いたしました。

現在、選挙の際に市民の

皆様とお約束した39の公

約の実現に向け、市政を

進めているところであります。

　私は「継続」と「チャレンジ」を政治信条として、「元気・

笑顔・希望のまち」の実現を掲げております。具体的に

は、安心して「元気」に住み続けられること。多くの人々

が訪れる魅力的で「笑顔」に満ちあふれたまちであり続

けられること。住んでいる人々が自分たちのまちに誇り

を持ち、「希望」を感じられること。の実現であります。

　私がお示しした公約は、画面にありますとおり、大き

く３つの項目を柱としており、それぞれの項目の充実が

互いに関連し、相乗効果を発揮できるように、各種施策

を実行しているところでございます。

　その結果、市民の皆様の元気、笑顔、希望につながり、

定住促進や交流人口の増加が進み、地域力向上と、さら

なる安定財政が築かれる好循環を生み出してまいりたい

と考えております。

　まず、１つ目としまして、「輝こう！暮らしと仕事」

でございます。

　はじめに「依佐美地区における工場用地の整備」でご

ざいます。

　企業の、市域内への工業立地需要へ応えるため、刈谷

市都市計画マスタープランで工業系新市街地と位置付け

ている依佐美地区約58ha において、周辺の優良農地と

の共存を図りながら、一団の工業用地の整備を進めてお

ります。

　現在、県企業庁が先行開発区域約15ha の整地工事を

進めておりまして、令和４年度には分譲される見込みと
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なっております。

　また、残りの区域におきましても、新たな開発を検討

しておりまして、関係機関と協議するとともに調査測量

や概略設計を進めております。

　次に「JR刈谷駅総合改善事業」でございます。

　１日あたり約７万２千人が利用する JR刈谷駅は、

年々利用者が増加し、特に朝夕の通勤時間帯については、

ホームの端まで利用者で溢れ、大変危険な状態であると

ともに、改札までの移動に時間も要することから、安全

性の確保と利便性の向上が喫緊の課題として求められて

いました。

　そこで、昨年６月に JR東海と事業合意となる覚書を

締結し、駅ホームの拡幅、ホームドアの設置、コンコー

スの拡張、エスカレーター及び改札の増設、市が運営す

る地域交流拠点施設の新設を市と JR東海が協力して実

施していくこととなりました。

　令和２年度から事業に着手し、令和８年度の完了を目

指して事業を推進してまいります。

　２つ目としまして、「育てよう！子供と未来」でござ

います。

　はじめに、「待機児童対策」でございます。民間保育

所の設置に対する補助を行い、定員拡大を図っておりま

す。今年度は銀座の「城のうさぎ保育園」と小垣江町の「こ

とり保育園」の整備を支援し、本年４月の開園を予定し

ており、計180名の定員拡大となります。

　また、公立保育園４園（富士松北、日高、慈友、双葉）

について、０歳～ 2歳児の保育に特化した乳児園への移

行を段階的に進めており、保育需要の高い「乳児」の受

入れ人数を拡大し、待機児童の解消を図ってまいります。

　併せて、３歳児以降の受け入れ先としては、公立幼稚

園16園を、来年度から「幼稚園と保育園の性質を併せ持っ

た認定こども園」に移行し、共働き家庭など長時間の保

育を必要とするこどもたちも通えるようにします。

　（認定こども園の最大保育時間：AM７：30 ～ PM

６：30）

　今後とも、幼保が一体となって待機児童ゼロを目指し

てまいります。

　次に刈谷市歴史博物館でございます。

　本市の歴史に親しみ、見て、触れて、体験して学ぶこ

とのできる施設として、刈谷市歴史博物館が昨年３月に

開館しました。これまでの９ヶ月間で、およそ59,000人

の方にお越し頂いております。

　ここでは歴史博物館が持つ４つの機能についてご説明

いたします。

　１つ目は「ミュージアム機能」です。

　常設展示では本市の歴史の中でも特徴的な縄文時代、

戦国・江戸時代、明治から昭和時代という３つの時代を

取り上げ、資料を展示しております。

　また企画展示では、本市の歴史を深堀りする企画展を

開催します。本年度は、「初代刈谷藩主　水野勝成展」、

市内重原地区にある遺跡に注目した「発掘された中条遺

跡展」開催しました。現在、２月９日までの期間におい

て、本市の発展の基盤ともいえる「豊田佐吉・喜一郎展」

を開催しております。

　２つ目は「祭り伝承機能」です。

　本市の特徴的な３つの祭りとして、大名行列・山車祭、

万燈祭、野田雨乞笠踊りを紹介しています。特に万燈祭

で使用する万燈を担ぐ体験は多くの来館者に好評をいた

だいています。

　３つ目は「アーカイブズ機能」です。

　本市が収集保管している古文書をはじめとした歴史資

料について、いつでも、どなたでもご覧いただくことが

できます。

　最後は「埋蔵文化財保存活用機能」です。

　市内での住宅建設などに伴い行われた発掘調査の出土

遺物を整理・保管しており、発掘調査の成果は、現場で

の説明会や調査報告書の刊行などで、市民の方々に還元

していきます。

　３つ目としまして、「守ろう！安心安全と健康」でご

ざいます。

　はじめに、「災害への備え」でございます。

　本市では災害発生後の拠点となる避難所において必要

な備蓄品の拡充をおこなっております。

　プライバシー確保のための段ボール製の間仕切りや、

乳幼児や女性に配慮した物品の備蓄を進めているところ

でございます。

　また、今年度から避難所となる小中学校などに、マン

ホールトイレの整備を進めております。

　このマンホールトイレは、下水道管に繋がっており、

災害時においても普段使用しているトイレに近い環境で

衛生的に利用することができます。

　次に、「災害派遣トイレネットワーク推進事業」でご

ざいます。　

　本市では一般社団法人「助けあいジャパン」を進めて

いる、災害派遣トレイネットワーク「みんな元気になる

トイレ」に参加するため、平成30年度にトイレトレーラー

を購入しました。

　このトイレトレーラーですが、昨年の台風15号で被災

した千葉県君津市からの要請を受け、初めて派遣いたし

ました。

　本市としましても被災地の力になれたことを大変嬉し

く思っております。

　次に「水防倉庫整備事業」でございます。

　昨今の台風被害は甚大化しております。河川の末流に

位置する本市としましては、災害への迅速対応に向けた

対策として、水防倉庫の整備が必要不可欠であります。

　水防倉庫の整備につきましては、今回、北部地区への

水防倉庫及び備蓄資機材等の整備に着手してまいります。

　規模の大きい基幹水防倉庫は、これまで南部を中心に

設置してまいりましたが、今回、一ツ木町、今川町にも

新たに整備するとともに、東境町にため池用水防倉庫を

整備することで、北部地区における水防力の向上を図っ

てまいります。

　12月補正予算にて水防倉庫の設計及び一ツ木地区の造

成設計を計上し、令和２年度以降、水防倉庫及び資機材

等の整備完了に向け、順次事業を推進してまいります。
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　次に、防犯対策として現在取り組んでいる「特殊詐欺

対策事業」の拡充でございます。

　この事業は、電話による特殊詐欺や悪質商法から大切

な財産を守るため、高齢者に対し不審電話防止装置を

2,000円という安価で販売しているものです。

　不審電話防止装置は、ご家庭の電話機に接続し、電話

の呼出音が鳴る前に相手に対して「会話内容が自動録音

される」旨のメッセージを流し、全ての会話を自動的に

録音することができます。

　本市においては平成28年７月から事業を開始しており、

当初は65歳以上のひとり暮らし又は高齢者だけの世帯を

対象としておりましたが、平成31年１月から世帯要件を

無くし、先月12月からは60歳以上の方に対象者を拡大し

ました。

　次に、新規事業として先月12月から受付を開始しまし

た高齢者安全運転支援装置設置費補助事業でございます。

　対象となるのは市内在住の70歳以上の方で、現在乗っ

ている自動車に後付けできる急加速を抑制する安全運転

支援装置の購入及び設置費用に対して補助金を交付する

ものです。補助額につきましては、補助対象経費の９割、

上限額を６万円としております。

　この補助制度は昨年４月１日以降に設置したものまで

遡って対象としており、令和２年度まで事業を継続する

予定でございます。

　最後になりますが、令和２年度は刈谷市制施行70周年

にあたる記念すべき年となります。これまでの刈谷市を

ふりかえるとともに、これからの刈谷のまちづくりを市

民の皆様が一緒になって考えていく節目の年であります。

　ここで少し市制施行70周年に開催を予定しております

記念事業を紹介させていただきます。本年11月13日（水）

から15日（金）にかけまして、「日本女性会議2020あい

ち刈谷」を開催します。この会議は、男女共同参画をテー

マにした国内最大級の会議と言われておりまして、全国

から多くの方が集まり、性別に関わらず、すべての人が

尊重される社会のあり方について、様々な切り口から議

論をする、そのような会議でございます。この会議の愛

称ら「ミライク会議」と定めております。「みんなの会議」

でありますので、皆様もぜひご参加ください。

　以上、「元気・笑顔・希望のまち」の実現に向けた現

在の取組状況につきまして、お話しさせていただきまし

た。今後も引き続き、皆様のより一層のご支援とご協力

をお願いいたします。ご清聴ありがとうございました。

１月度刈谷RCゴルフ例会

令和２年１月18日㈯

於：豊田カントリー倶楽部

	 成　績	 氏　名	 Ｇ	 Ｈ	 Ｎ

	 優　勝	 二村　寿泰	 83	   9.6	 73.4

	 ２　位	 盛田　豊一	 88	 14.4	 73.6

	 ３　位	 横山　昌幸	 82	   7.2	 74.8

	 Ｂ　Ｂ	 鈴木　　豊	 110	 24.0	 86.0


